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麻布にて祖父が創業し 父 私と3代 にわたつて運送業を営んで

おりま,平 成 23年から運
=手

付き ラヽックレンタルサービスとい

う新サービスを始めました サンエー クラプは 藤布 青山 赤坂

六本ホ地域の様々な業積の方々がメンバーなので人脈も広がり

様々な方々と知り合いこ指導も頂けるので大変勉強に成ってい

まt地 域の若手経済人の皆さん 足非私たちと一緒に新しい

ヒユーマンネットワークを築きましょう

2000年 に神奈川で起葉し 南青山に営業所を開設致しました

南番山営業所のお客様が会社全体の9割を超したのを機に 本社

を港区に移しました 以来 麻布法人会サンエー クラブにお世話

になっていま,ク ラフでは地域活性イ

`の

情報交換に雷まること

なく 会社経営の先輩方よりよきアドバイスを頂載しておりま,
そこには 性別やジェネレーシヨンの壁を超えたヽ ヽヽシティ溢れる

空l・lがあります 是非 皆様のご参加お待ちしておりま,

南麻布て商禁施設デザインの仕事をしていま,そ の関係で麻 |●

法人会に入会し 同時にサンエー クラブという .・ 年部があること

を知り 仲間に入らせて頂き蔵した 地域に根差した活動や勉強

会 コルフコンペ等を通しての機々な異察種の方々との交流 ま

同世代ということもあり 大変親しみやす〈又勉強に成ると思い

ます 私も皆様とは利害闘子を超47.郎 おヽ付き合いをさせて頂い

ておりますので 友達の輪をサンエー クラフで作つてください

瞥 業の入会をお待ちしていまt

前畑 隆之

六本木て鞄等の鱗入卸をしておりま■ 入会当時は最年少という

こともあ,公私ともに諸先輩方から教わることが多くす1常に勉強

になりました 経営者として 一元的な見方に陥りがちな考えを

様々な業界からの多角的な視点 経験からアド イヽスを頂けること

はお金には代えられない価値のあるものであると思うておりま,
また 仕事だけてなくプライベートても親しくおllき合いさせてい

ただいている方も多く アットホームな雰囲気もこの会の特徴た

と思います

私は 赤坂の山王下で米東 (あ られ おかき)の専門店を営んでおリ

ま■ サンエー クラフでは 税務署や法人会の幹部の方々が 私

たち若い世代に対は リフランクに接して頂いていると思いま,
若さに甘えてはいけないと思いますが 突進しても受け止めてく

れる 解らないことを教わることが出来る そんな場がサンエー

クラブではないでしょうか みなさまの入会をお待ちしてま,

2007年 5月 入会
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X会員は 働務姜員会 広報姜員会 事業姜員会のいずれかの委員会に所属して頂きまi

[入 会 資 格]

[年 会 費]

[お問合せ先]

社団法人麻布法人会の会員で 毎年度3月末日現在て

満52歳以下の経営者及び社員の方

6000円 来年度の途中入会は月副リ

IL団 法人麻布法人会事務局 サン■― クラフ
htto:′ /ヽvww azabu ho,nkai orip/sanei′ index html

!E mal〕 info@azabu hoi nkai orip
TEL 03 3408 1324   FA× 0334083193

いつても入会できます。

皆さんのお申し込みをお待ちしておりま九

平成23年 度 第39回 定嗜通常継会 国際文lL会館

社団法人 麻布法人会 青年部会

サンエー クラブ
〒1060046東京都港区元麻布3丁目1番36号つなかわビル4踏

TEL 03 3408 1324   FAX 03 3408 3193
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麻布法人会 サンエー クラブ



■
麻布・青山・赤坂・六本木の青年経済人の皆さん

■■

税を通じて共に学よ 交流し、

企業を発展させましょう

ご挨 拶

平素より社団法人麻市法人会青年都サンエー クラブに対するこ理解と

ご協力を賜り 心から御ネし申し上げま,
法人会は 全国442単位会100万社の会員で構成されており「納税

意識の高揚 税知識の普及啓豪Jという理念の元 広く社会の認知された

団体でございま,
青年部サンェー クラツは 今年 節日の40周 年を迎え 変革の時期に

立たされれ るヽ中 自分達の役割を再認識し この会が社会に必要不可欠

な団体であることを広く認識してもらう為に 租税教育などの公益性の高い

活動に会員―丸となつて取り組んております

私は 課題の一つである会員増強と 魅力あるサン■― クラブの活動

として地元の小中・・・生を対象とした租税教育活動 日本経済の中枢なら

ではの実業種交流会 また政治 経済 文イヒ芸能と様々な場で活躍される

講師を1召 いでつ勉懇 ―泊研修会等々 年間を通して色々な活動を活発

に行つて参りま,
麻布青山赤坂六本木で若手経営者としてご活曜の皆様 是非サン■―

クラブをご活用頂き 信頼できる●l・lと見隣を深め 地域に根付いたビジ

ネスの輪を広げていただければ■いて■

とロマンと行動力そして情熱を

持つ青年が集い将来の      A.、
法人会の幹部候補として

固定観念にとらわれず斬新な

思考のもと新しい分野て

独自な活動をしていま,      411
また 企業人としての研鑽 |ま もとより

エリアの特性である インターナシヨ

"レ
な  ―

地域性を反映した活動を行つていま,
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社団法人麻布法人会 サン■― クラフ

第15代会長 重松 公

麻布法人会の青年椰会として昭和48年3月 に創設 名称は麻布 赤坂 青山

の頭文字のAをモチーフにサン■― クラブと命名され
=し

た

地域の伝統ある企業の二世や幹部社員と若手創業経営者などを中′いに夢

毎月1回日列会を開催し 編熾運営 社会貢献 勉強会
交流等を行tヽ 会員相互の交流と研資を図つていまふ

| |

社会貢献 交流
税の普及 啓蒙 地域イベントヘの書加
ボランテイア等様々な活動を通して社会
への買献と交流を行つてもヽま,

研修会 勉強会
税知藤の習得をはじめ政治 経済 社会

他あらゆる時事問題についての勉強会を

開催しています
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■
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一緒に活動しよう。

主な年 間事業活 動
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租 税教 育

麻市税務署管内の小 中学校を対象に

授業の一環として曜 税教室Jを開催して
しヽます

ネットワーク
全国442ヶ所の法人会青年部 ま 公益事

業 と様 々な会合を通 して交流し連携を

図つています
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